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輸血用血液製剤の需要推計結果について

OKBAF
テキスト ボックス
平成30年度第２回献血推進調査会参考資料２（平成29年度第１回献血推進調査会資料）
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輸血用血液製剤の需要推計結果について 概要

１．目的

輸血医療を取り巻く環境の変化を踏まえ、輸血用血液製剤の需要を予測し、今後の血液事業の方向性

を定めるための基礎資料を得ることを目的とし実施した。

２．検討経過

Ｈ28年度（P4参照）

・傷病分類別、年齢階級別の年間血液使用量（推計）と人口推計を用いた需要推計

H25年度DPCデータ（*1）、H26年患者調査データ（*2）、人口推計データから需要推計を算出し、

供給実績と比較検討を行った。

・有識者ヒアリングによる需要推計の補正（H28.12～H29.2）

推計値と供給実績に乖離を認め、その要因を明らかにするために診療科別の有識者ヒアリングを

実施した。（各地域の医療状況、社会背景などを加味した需要動向を把握するため都道府県ごと

に聴き取り調査を実施することとした。）

Ｈ29年度（P8参照）

・需要予測調査の実施（H29.4～H29.5）

全国47都道府県各血液センター管内で、輸血用血液製剤の使用量が多い672医療機関（さらに当

該医療機関において使用量が多い2診療科）を抽出し、H28年度に実施した有識者ヒアリングの結

果を踏まえ作成した調査票により、各血液製剤別に 5年、10年後の使用動向について、血液セン

ター所長が中心となり調査対象医療機関を訪問して調査を実施した。（回収率 92.56%）
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・需要予測調査結果から得た血液使用量の増減率を用いた需要推計

各血液センターで実施した需要予測調査票を、所管するブロック血液センターにて取り纏めた後、

血液事業本部にて集計・分析を実施した。

H28年度供給実績を、H28年度に算出した傷病分類（診療科）別需要推計の傷病分類（診療科）

構成比率で按分し、傷病分類（診療科）ごとに5年、10年後の血液使用量増減率を乗じて需要を

推計した。

３．検討結果

今後の医療現場の環境動向により推移は変化する可能性も十分に考えられるが、供給実績及び

今回の調査結果を踏まえると、 製剤ごとの予測は以下のとおり。

（1）赤血球製剤の需要動向は、今後微減傾向で推移していくと予測される。（P9、P12参照）

（2）血漿製剤の需要動向は、今後緩やかに減少していくと予測される。 （P10、P13参照）

（3）血小板製剤の需要動向は、今後横ばい若しくは微減傾向で推移すると予測される。

（P11、P14参照）

＊1 DPCについて：出来高支払に対して一日当たりの包括支払を導入するために平成15年度から導入された。支払の基礎となるのは、DPCという診断群分類であり、それは傷病名、

手術、重症度や補助的療法によって、一日あたりの支払額が決定される。また、これらの分類開発や値決めのために、DPC病院は「影響調査」に協力する義務があり、サマリー

データやレセプトデータを厚生労働省に提出義務を負う。これらのデータの一部は公開データとして厚生労働省が公開している。

＊2 患者調査について：病院及び診療所(以下「医療施設」という。)を利用する患者について、その傷病の状況等の実態を明らかにし、医療行政の基礎資料を得ることを目的とし、厚

生労働省が3年に1度実施する調査で、今年はその実施年となる。



4

傷病分類別・年齢階級別の年間血液使用量を用いた需要推計

１．ＤＰＣデータから患者１人当たりの年間血液使用量を算出し、「患者調査」の患者数とかけ合わせて
年間血液使用量（推計）を算出

3．人口に対する年間血液使用量と「日本の将来推計人口 」を年齢別にかけ合わせて、将来の需要を推計

2．年間血液使用量（推計）と供給量（実績）を比較し乖離の要因を検証
（傷病分類（診療科）別に有識者インタビューを実施し、次年度のアンケートに反映）

需要推計の組み立て【H28年度】

DPCデータ（H25年度） 患者調査（H26年）

年間血液使用量（推計）患者１人当たりの年間使用量

・傷病分類（診療科）別
・血液製剤別

患者数

・傷病分類（診療科）別
・血液製剤別
・年齢別

・傷病分類（診療科）別
・血液製剤別
・年齢別

年間血液使用量（推計）
年間血液使用量（推計） 日本の将来の推計人口

・年齢別
・傷病分類（診療科）別
・血液製剤別
・年齢別
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DPCﾃﾞｰﾀ（H25年度） 疾患領域に整理

Ⅱ 新生物
37.2%

Ⅰ 感染症及び寄生虫
5.0%

Ⅲ 血液及び造血器
8.6%

Ⅸ 循環器系
15.5%

Ⅹ 呼吸器系 3.5%

XⅠ 消化器系
11.4%

XⅢ 筋骨格系 2.9%

XⅣ 腎泌尿路系 3.5%

XⅨ 損傷 8.9%

Ⅰ 感染症 5.0%

Ⅲ 血液内科 22.4%

Ⅸ 循環器 15.5%

Ⅹ 呼吸器 4.9%

XⅠ 消化器 22.1%

XⅢ 整形外科 3.1%

XⅣ 腎泌尿器 5.7%

XⅨ 救急 8.9%

Ⅱ 新生物 7.2%

XⅤ 産婦人科 2.4%

使用量順

５年後・10年後予測

感染症 5.0%

血液内科 22.4%

循環器 15.5%

呼吸器 4.9%

消化器 22.1%

整形外科 3.1%

腎泌尿器 5.7%

救 急 8.9%

新生物 7.2%

産婦人科 2.4%

111,292,000(37.1%)

10,798,400(3.6%)

85,764,200(28.6%)

1,372,400(0.5%)

17,773,600(5.9%)

15,105,600(5.0%)

H25年度DPCデータ及びH26年患者調査による
年間血液使用量の疾患別割合

（赤血球製剤）
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使用量順
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DPCﾃﾞｰﾀ（H25年度） 疾患領域に整理

Ⅰ 感染症及び寄生虫
9.6%

Ⅲ 血液及び造血器
9.7%

Ⅸ 循環器系26.1%

Ⅹ 呼吸器系 2.0%

XⅠ 消化器系10.9%

XⅢ 筋骨格系4.3%

XⅣ 腎泌尿路系2.6%

XⅨ 損傷 6.4%

Ⅰ 感染症 9.6%

Ⅸ 循環器 26.1%

Ⅹ 呼吸器 2.4%

XⅠ 消化器 20.6%

XⅢ 整形外科4.4%

XⅣ 腎泌尿器 3.2%

XⅨ 救急 6.4%

Ⅱ 新生物 3.0%

6,735,720(29.0%)

477,820(2.1%)

43,500(0.2%)

940,640(4.1%)

10,523,540(45.3%)

Ⅱ 新生物
21.5%

1,232,140(5.3%)
XⅤ 妊娠、分娩系 1.3%

Ⅲ 血液内科 15.9%

XⅤ 産婦人科 2.7%

Ⅰ 感染症 9.6%

Ⅸ 循環器 26.1%

Ⅹ 呼吸器 2.4%

XⅠ 消化器 20.6%

XⅢ 整形外科 4.4%

XⅣ 腎泌尿器 3.2%

XⅨ 救急 6.4%

Ⅱ 新生物 3.0%

Ⅲ 血液内科 15.9%

XⅤ 産婦人科 2.7%

５年後・10年後予測

（血漿製剤）
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使用量順
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DPCﾃﾞｰﾀ（H25年度） 疾患領域に整理

Ⅰ 感染症及び寄生虫
5.5%

Ⅲ 血液及び造血器
14.7%

Ⅸ 循環器系9.2%

Ⅹ 呼吸器系 1.3%
XⅠ 消化器系 1.9%

XⅢ 筋骨格系
0.9%

XⅣ 腎泌尿路系
0.6% XⅨ 損傷 2.0%

Ⅰ 感染症 5.5%

Ⅲ 血液内科 60.5%

Ⅸ 循環器 9.2%

Ⅹ 呼吸器 2.3%

XⅠ 消化器 4.0% XⅢ 整形外科
1.2%

XⅣ 腎泌尿器 1.6%

XⅨ 救急 2.0%

Ⅱ 新生物 11.4%

XⅤ 産婦人科
0.6%

4,555,678(73.9%)

100,742(1.6%)

25,810(0.4%)

39,700(0.6%)

212,588(3.5%)

Ⅱ 新生物
62.0%

92,900(1.5%)

Ⅰ 感染症 5.5%

Ⅲ 血液内科 60.5%

Ⅸ 循環器 9.2%

Ⅹ 呼吸器 2.3%

XⅠ 消化器 4.0%

XⅣ 腎泌尿器 1.6%

Ⅱ 新生物 11.4%

XⅨ 救急 2.0%

５年後・10年後予測

（血小板製剤）
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回収
(92.56%)

需要予測調査結果から得られた血液使用量の増減率を用いた需要推計

１．需要予測調査より、 5年後・10年後の傷病分類（診療科）別の血液使用量の増減率を算出

需要推計の組み立て【H29年度】

2．H28年度供給実績に、需要予測調査による 5年後・10年後の血液使用量増減率を乗じて需要を推計

H28年度供給実績は、H28年度に算出した傷病分類（診療科）別需要推計の傷病分類（診療科）
構成比率で按分

H28年度供給実績
5年後・10年後の
使用量増減率

5年後・10年後
需要予測

傷病分類（診療科）構成比率で按分
DPCデータ（H25年度）

・傷病分類（診療科）別
・血液製剤別

将来需要予測調査

・傷病分類（診療科）別
・血液製剤別

厚生労働省・各都道府県・関係医療機関の協力のもと需要予測調査を実施
血液製剤別（赤血球・血漿・血小板製剤）に供給量の80％程度を占める医療機関を基準とし選定
H28年度を基準とし、5年後・10年後の需要予測を調査

調査の協力依頼

本部長通知
日本赤十字社 血液事業本部 ブロック血液センター

経由 地域血液センター

厚生労働省 血液対策課 都道府県
衛生主管部（局）

調査対象医療機関
（672施設）調査の協力依頼

ヒアリング調査

集計/分析
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・赤血球製剤については、血液内科では5年後・10年後ともに増加予測、逆に消化器ではともに減少予測となった。
また、循環器については5年後は増加するものの10年後は減少すると予測された。
結果、赤血球製剤は、5年後は 1.56％の増加、10年後は 1.31％の減少となる予測となった。

・使用量の多い診療科（血液内科・消化
器・循環器）を中心に、全国47都道府
県の供給上位医療機関の診療責任者に
5年後・10年後の使用量等について
需要予測調査を実施

・需要予測調査の結果から血液使用量の
増減率を算出し、2013年度DPC
データの診療科別構成比率で按分した
2016年度供給実績に乗じて、5年後・
10年後の診療科別の血液使用量を推計

需要予測調査結果から算出した血液使用量の増減率を用いた需要推計

（赤血球製剤）
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・血漿製剤については、血液内科及び循環器で5年後は微増するものの10年後は減少すると予測された。
また、消化器は5年後・10年後ともに減少すると予測された。
結果、血漿製剤は、5年後・10年後ともに減少すると予測され、減少値はそれぞれ 0.30％、3.61％だった。

・使用量の多い診療科（血液内科・消化
器・循環器）を中心に、全国47都道府
県の供給上位医療機関の診療責任者に
5年後・10年後の使用量等について
需要予測調査を実施

・需要予測調査の結果から血液使用量の
増減率を算出し、2013年度DPC
データの診療科別構成比率で按分した
2016年度供給実績に乗じて、5年後・
10年後の診療科別の血液使用量を推計

（血漿製剤）
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・血小板製剤については、全体の約6割を占める血液内科で5年後・10年後ともに増加予測となった。
対して、消化器及び循環器については5年後は増加するものの10年後は減少すると予測された。
結果、血小板製剤は、5年後は 3.04％の増加、10年後は 0.23％の減少となる予測となった。

・使用量の多い診療科（血液内科・消化
器・循環器）を中心に、全国47都道府
県の供給上位医療機関の診療責任者に
5年後・10年後の使用量等について
需要予測調査を実施

・需要予測調査の結果から血液使用量の
増減率を算出し、2013年度DPC
データの診療科別構成比率で按分した
2016年度供給実績に乗じて、5年後・
10年後の診療科別の血液使用量を推計

（血小板製剤）
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年間推計使用量の推移と、供給実績及び
今回の需要予測調査結果から算出した
需要予測推移との比較

年間推計使用量と供給実績及び需要予測調査結果との比較

年間推計使用量と供給実績及び需要予測調査結果の推移（赤血球製剤）

・年間推計使用量（DPCデータ・患者調査デー
タ・将来推計人口から算出）は、高齢者人口が
年々増加する影響を受け、右肩上がりに使用量
は増加していく。

・一方、供給実績は、医療現場を取り巻く環境
（医療技術の進歩・適正使用の推進・手技の
向上等）から、2011年をピークに年々微減
といった状況である。

・今回、全国47都道府県の供給上位の医療機関を
対象に行なった「需要予測調査」の結果予測
（供給実績以降の破線）においても、使用量は
一旦5年後に上昇するも、その後は減少するとの
予測となっている。

・今後の医療現場の環境動向により推移は変化
する可能性も十分に考えられるが、供給実績
及び今回の調査結果を踏まえると、現状での
赤血球製剤の需要動向は、今後微減傾向で推移
していくと予測される。
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年間推計使用量の推移と、供給実績及び
今回の需要予測調査結果から算出した
需要予測推移との比較

年間推計使用量と供給実績及び需要予測調査結果の推移（血漿製剤）

・年間推計使用量（DPCデータ・患者調査デー
タ・将来推計人口から算出）は、高齢者人口が
年々増加する影響を受け、右肩上がりに使用量
は増加していく。

・一方、供給実績は2006年から数年間は右肩
上がりに増加していたが、2011年をピークに
緩やかに減少している。

・今回、全国47都道府県の供給上位の医療機関を
対象に行なった「需要予測調査」の結果予測
（供給実績以降の破線）においても、使用量は
5年後・10年後ともに今より減少する予測と
なっている。

・今後の医療現場の環境動向により推移は変化
する可能性も十分に考えられるが、供給実績
及び今回の調査結果を踏まえると、現状での
血漿製剤の需要動向は、今後緩やかに減少して
いくと予測される。
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年間推計使用量の推移と、供給実績及び
今回の需要予測調査結果から算出した
需要予測推移との比較

年間推計使用量と供給実績及び需要予測調査結果の推移（血小板製剤）

・年間推計使用量（DPCデータ・患者調査デー
タ・将来推計人口から算出）は、高齢者人口が
年々増加する影響を受け、右肩上がりに使用量
は増加していく。

・一方、供給実績も同様の増加傾向であったが、
2013年頃からは横ばい傾向となっている。

・今回、全国47都道府県の供給上位の医療機関を
対象に行なった「需要予測調査」の結果予測
（供給実績以降の破線）においては、使用量は
一旦5年後に上昇、その後は微減との予測と
なっている。

・今後の医療現場の環境動向により推移は変化
する可能性も十分に考えられるが、供給実績
及び今回の調査結果を踏まえると、現状での
血小板製剤の需要動向は、今後横ばい若しくは
微減傾向で推移すると予測される。




